
批判サイド>創造論者の主張 

創造論者の主張（ Index to Creationist Claims ）とは、主として Mark Isaak によって収集・執筆されている「創造論者の
主張とこれに対する反論」であり。ネットにおける進化論対創造論の戦いの進化論サイドの拠点のひとつである

TalkOrigins の主要なコンテンツのひとつとなっている。 

項目数は500を超えており、それらはCA(哲学・神学), CB(生物学), CC(古生物学), CD(地質学), CE(宇宙科学), CF(物理・
数学), CG(その他の反進化論), CH(聖書創造論), CI(インテリジェントデザイン), CJ(その他の創造論)に分類されている。
内容は概要レベルであり、深い内容を知りたい場合はLinks, References, Further Readingをたどることになる。 

CA001 進化論は不道徳な世界観である
CA001_1 進化論教育が始まってから、犯罪率などが増加した
CA002 適者生存は「勝者の正義」が行動指針となる
CA002_1 進化論は社会的ダーウィニズムにつながる
CA002_2 マルクスはダーウィンを称賛し、文通した
CA005 進化論者は人種差別主義者
CA005_1 ダーウィンは人種差別主義者
CA005_2 ダーウィンの著作は「有利な人種の生存」に言及している
CA008 進化論は乱交と性欲のコンセプトを奨励する
CA009: 進化論は我々が動物であり、動物のように振る舞うと教えている
CA010 同性愛は進化論者から承認される
CA012 進化論者は知的俗物である
CA040 公平さは創造論と進化論を同一時間教えることを求める
CA041 論争を教えろ
CA042 生物学を進化論なしに合理的に教えることができる
CA100 "Argument from incredulity"(疑いからの論)
CA100_1 進化論は多くのものを説明していない
CA110 進化論はまもなく広範囲に否定されるだろう
CA111 多くの現在の科学者たちは進化論を否定している
CA112 多くの科学者たちは進化論に問題点を見つけている
CA113_1 眼の進化についてのダーウィンの主張
CA114 多くの著名な科学者は創造論者
CA114_1 ケルビン卿は創造論者
CA114_2 リンネは創造論者
CA114_4 バベッジは創造論者
CA114_10 ファーブルは創造論者
CA114_22 ルイ・パスツールは創造論者
CA114_28 ステノは創造論者
CA115_1 デザイン論は無神論者Antony Flewを有神論者に転向させた
CA201 進化論は理論にすぎない
CA202 進化論は証明されない
CA210 進化論は予測を作らない
CA211 進化論は反証不可能
CA211_1 Karl Popperは進化論は検証不可能だと言った
CA212 進化論はあいまいに定義されている
CA220 進化は再現できない
CA221 そこにいたのか？
CA230 進化論者は観察と解釈を混同している 
CA230_1 進化論者は証拠を先入観に基づいて解釈する
CA240 オッカムの剃刀によれば、最も単純な説明である創造論を選択すべき
CA250 科学理論は常に変化している
CA301 科学は自然主義に基づいている
CA301.1 自然主義の科学は超自然な説明を見落とす
CA325: 創造論者は科学学術誌への論文掲載を阻止される
CA350 専門家の文献は生化学システムの進化について沈黙している
CA500 自然選択はトートロジー



CA510 創造論と進化論は起源について唯二つのモデルである

CA510_1 進化論の問題点は創造論を支持する証拠である
CA520 種の起源は種形成を説明していない
CA601 進化論は自然主義を必要とする
CA601_1 進化論の唯物論あるいは自然主義は神の役割を否定する
CA602_1 ダーウィンは知的に満足できる無神論者となりやすくした
CA602_2 多くの科学者は神を不要にしたがっている
CA603 自然主義の進化論はある一種類の神以外を除外する
CA610 進化論は宗教である
CA612 進化論は信仰心を必要とする
CA620 もし人間が偶然に出現したのであれば、人生には目的も意味もない
CA622 文字通りの堕落がないなら、イエスや救済の必要性はない
CA630 動物は非倫理的で、審美眼がなく、理想主義でもなく、宗教的でもない
CA640 猿の子孫でありたいのか?
CA650 人間出現以前の死と苦しみは、慈悲深くない神を意味する
CA651 神は死と苦しみを"良し」とされたことになる
CA652 肉体的死が罪に対する罰でないなら、キリストの死は正しいものではない
CA660 教皇の進化論についての声明は誤訳された
CA662 教会が地球平板説を教えていたというのは正しくない

CB000 パスツールは生命が生命からしか生まれないことを証明した（発生法則）
CB010 生命が形成される確率は信じられないくらい小さい
CB010_1 もっとも単純な生命でも信じられないくらい複雑だ
CB010_2 最初の細胞は偶然には生じない
CB015 DNAを形成するにはタンパク質が必要だ。タンパク質にはDNAが必要だ
CB020 何故、今日では新たな生命が出現しないのか？
CB025 実験では生命に必要なアミノ酸すべたが生成されたわけではない
CB026 自然発生(Abiogenesis)の実験ではシアン化合物やホルムアルデヒドのような毒物が生成された
CB035_2 地球の初期の大気は還元性ではなかった
CB100 突然変異はまれである
CB101 大半の突然変異は有害である
CB101_1 突然変異は事故だから、事故では何も生まれない
CB101_2 突然変異は既存品の組み換えで、新しいものはない
CB102 突然変異はランダムノイズであり、情報を加えない
CB102_1 Dawkinsは情報が増える例を示していない
CB130 いわゆるジャンクDNAはジャンクではない
CB180 遺伝コードは言語だ
CB200 幾つかの生物システムは還元不可能に複雑さを持つ
CB200_1 細菌の鞭毛は還元不可能な複雑さを持つ
CB200_1_1 鞭毛は30個程度のユニークな（相同でない) タンパク質を持っている
CB200_2 血液凝固は還元不可能な複雑さを持つ
CB200_3 細胞内のタンパク質輸送は還元不可能な複雑さを持つ
CB200_4 免疫系は還元不可能な複雑さを持つ
CB200_5 AMP合成のための代謝経路は進化するには複雑すぎる
CB300 複雑な生物器官は進化できない
CB301 眼は複雑すぎて進化できない
CB302 耳は複雑すぎて進化できない
CB303 脳は複雑すぎて進化できない
CB310 ホソクビゴミムシは複雑すぎて進化できない
CB310.1 ホソクビゴミムシのガスは反応抑制剤なしに混合すると爆発する
CB311 蝶の変態は複雑すぎて進化できない
CB311_1 進化論はイモムシから蝶へ進化を説明できない
CB326 キツツキの舌は進化できない
CB341 蛇の毒と中空牙は同時には進化できない



CB350 性は進化不可能

CB360 痕跡器官は機能を持っているかもしれない
CB360_1 人間の虫垂は機能を持っていて、痕跡器官ではない
CB361 痕跡器官は進化ではなく堕落の証拠である
CB361_1現在は使えない痕跡器官が過去には機能があった
CB381 男性の肋骨は女性より1本少ない
CB400 進化論は意識あるいは自由意志を説明できない
CB400_1 進化論は人間の知性を説明できない
CB401 本能は進化するには複雑すぎる
CB402 進化論は言語能力を説明できない
CB403 進化論は同性愛を説明できない
CB411 進化論はモラル（特に利他主義）を説明できない
CB420 進化論は芸術を説明できない
CB421 進化論は音楽を説明できない
CB430 進化論は性格と感情を説明できない
CB440 進化論は宗教を説明できない
CB501 1年に2個以上の年輪ができることがあるので、年輪年代学は疑わしい
CB510 進化論は、光合成の起源を説明できない
CB610 新種の最初の個体は配偶者を見つけられない
CB621 人類はアフリカのイブにまで遡れる
CB621_1 ミトコンドリアイブは6500年前に生きていた
CB630 相互依存する種は進化できない
CB701 ヘッケルは胚の絵を捏造した
CB701_1 系統発生理論は支持されない
CB704 人間の胚には鰓裂がない
CB710 発達に主たる影響を与える遺伝子は門を超えて共通である
CB731 指の発達は鳥類が恐竜の子孫であることを否定する
CB732 指の発達は人間とカエルで大きく違っている
CB751 左右対称は進化では実現できない
CB801 科学は種を定義できない
CB805 進化論は生物の連続性を予測する
CB810 相同性は共通祖先による類似だと定義されているので、共通祖先の証拠にはならない
CB821 系統樹は矛盾している
CB901 大進化は立証されたことがない
CB901_1 変化の範囲は"種類(kind)"の内側に限定される。
CB901_2 新しい門や綱や目は出現していない。
CB901_3 ダーウィンのフィンチは、小進化だけを証明する
CB902. 小進化と大進化は別である
CB902.1. 大きな変化に対する障害がある
CB902.2. 小さな変化は、大きな変化を意味しない
CB904 まったく新しい機能が進化することはない。
CB910 新しい種は観察されたことはない
CB910_1 ショウジョウバエ実験は、ショウジョウバエだけを生み出す
CB910_2 オオシモフリエダシャクは、同じ種のままである
CB920 新しい部位は進化していない。
CB921 完全に進化するまで、新しい構造は役に立たない。
CB921_1 半分の目にどんな用途があるのか？
CB921_2 半分の翼にどんな用途があるのか？
CB922 単細胞生物と多細胞生物の中簡に二細胞生物は存在しない
CB925 完成段階に至る多くの段階の生物を見たことがない
CB928 何故、有益な特徴がもっと頻繁に進化しないのか？
CB928_1 人間の知性が有益だというなら、類人猿も知性を進化させたはずだ
CB928_2 人間の進化は止まっている
CB929 進化論は我々が脳の1/10しか使っていない理由を説明できない
CB930 生きている化石が存在する



CB930_1 絶滅したと考えられていたシーラカンスが今でも生きている

CB930_2 日本のトロール漁船がプレシオサウルスを網に捕えた
CB930_3 恐竜がコンゴで生きているかもしれない
CB932 いくつかの現代の種は他の種から退化している
CB940 偶然だけでは新しい構造は創れない
CB940_1 多くの有利な突然変異が連続する確率は非常に小さい
CB941 どう進化するかを、どうやって知るのか
CB950 適応的価値のない特殊化が起きることがある
CB951 長期トレンド（定向進化)は進化理論にフィットしない
CB952 特殊化した食習慣への進化は適応的ではない
CB990 提唱された進化シナリオは、それらしいストーリーでしかない

CC001 ピルトダウン人は捏造だ
CC001_1 ピルトダウン人は500以上の学位論文の題材となった
CC002 ネブラスカ人は捏造だ
CC003 ルーシーの膝の化石は、他の骨格の化石から遠く離れた場所で見つかった
CC004 10体の北京原人の化石が握りつぶされた
CC021 Orce manはロバの頭蓋骨だった
CC030 これまでに見つかった人間の化石を全部集めてもビリヤード台に乗るくらいしかない
CC040 人類学者の見解は一致していない
CC041 ホモハビリスは有効な分類群ではない
CC050 すべてのホミニドの化石は、完全に人類であるか、完全に類人猿である
CC051 ネアンデルタール人は病気の人間の化石から復元された
CC051_1 ネアンデルタール人は骨軟化症の現生人類である
CC052 ラエトリの足跡は現生人類の足跡だ
CC054 KP271(化石化した上腕骨）は現生人類のものだ
CC061 フランスの科学者は北京原人を猿のようだと言った
CC080 アウストラロピテクスは完全に類人猿であり、チンパンジーに近い
CC101 Paluxy Riverの人間と恐竜の足跡
CC102 三葉虫の化石とともに、人間の靴の跡に見える化石が見つかった
CC110 ジュラ紀の堆積物から人間の骨格が発掘された
CC111 1億4000万年前の地層から現代人の骨格が見つかった
CC112 カステネードロとオルモとカラベラスの頭蓋骨は鮮新世の地層から見つかった
CC120 白亜紀の地層で化石化した人間の指が見つかった
CC130 白亜紀の地層から鉄のハンマーが見つかった
CC131 鉄のポットが石炭の塊の中から見つかった
CC150 我々が類人猿の子孫なら、なぜまだ類人猿が存在しているのか？
CC200 中間形態の化石が存在しない
CC200_1 何十億もの中間化石があるべきだ
CC201 化石記録に隙間ではなく、スムーズな変化が見られるべきだ
CC201_1 断続平衡説はアドホックに隙間を正当化する
CC202 中間形態の化石は直接の祖先を示さない
CC211 無脊椎動物と脊椎動物の間には隙間がある
CC212 魚類と両生類の間には隙間がある 
CC213 両生類と爬虫類の間には隙間がある 
CC214 爬虫類と鳥類の間には隙間がある 
CC214_1 始祖鳥はおそらく現在の鳥類の祖先ではない
CC214_1_1 始祖鳥はまったくの鳥
CC214_2 アヒルのくちばしを持つ恐竜は鳥類の祖先ではないと証明された
CC215 爬虫類と哺乳類の間には隙間がある
CC216_1 陸上の哺乳類とクジラの間には隙間がある
CC216_2 馬の化石は進化を示さない
CC220 節足動物は突如出現した
CC220_1 昆虫の祖先の化石がない



CC250 植物の祖先の化石がない

CC251 Progymnospermsは想像上の進化祖先である
CC301 カンブリア爆発は進化論的ツリーパターンと相反する
CC310 化石の年代は地層から決定され、地層の年代は化石から決定される
CC341 最近の花粉が古い岩石の中で見つかった
CC351 始祖鳥は捏造だ
CC360 新たな化石は形成されていない
CC361 化石は急速に形成される
CC361_1 石炭と石油は急速に形成される
CC361_2 急激に凍結したマンモスが見つかった
CC371 ティラノサウルスの骨格の血液は、最近埋まったことを示す
CC401 考古学者は1個の骨から動物全体を復元する

CD001 放射性同位元素による年代測定は岩石を閉鎖系だと誤って仮定している
CD002 放射性同位元素による年代測定は初期状態を誤って仮定している
CD004 宇宙線やニュートリノはウランやアルゴンの崩壊率に影響を与える
CD010 放射性年代測定結果は信頼できない
CD011 放射性炭素年代測定結果は信頼できない
CD011_1 C-14/C-12比率は変動しているので、C-14年代測定は有効ではない
CD011_2 VollosovitchとDimaのマンモスのC-14年代測定には不一致がある
CD011_3 生きているカタツムリの放射性炭素14年代測定結果は2300～2700年だった
CD011_4 死後間もないアザラシが、炭素14年代測定で1300年前のものと推定された
CD011_5 オーストラリアの三畳紀の木の化石が33000年前と推定された
CD011_6 古代の石炭や石油が放射性炭素年代測定では50000年前と推定される
CD012 U-Th年代測定は現代の火成岩に対して誤った結果を出す
CD101 柱状地層全体は存在しない
CD740 プレートテクトニクス理論は誤りだ
CD741 地球の磁場は反転していない
CD750 プレートテクトニクスはカタストロフィックに起きて、その後に減速した
CD821 サハラ砂漠は拡大している

CE001 古い地球に見合ったヘリウムが大気中に存在しない
CE010 NASAの科学者は失われた日を発見した
CE011 地球の自転が減速しているのは、地球が若いことを示している
CE011_1 閏秒の頻度は地球が若いことを示している
CE020 地球が古ければ180フィートの隕石ダストに覆われているはずだ
CE101 月には塵があまりに少なすぎる
CE110 月の潮汐力による地球の自転の減速
CE130 月震や溶岩流やガス噴出などの月の活動
CE210 金星は高温と高圧で地表の地形は浸蝕されているはずだ
CE230 イオの巨大な火山活動はイオが若いことを示している
CE231 木星と土星は急速に冷えていて古いはずがない
CE240 土星の環は不安定である
CE260 3つの惑星と幾つかの衛星が逆方向に公転している
CE260_1 惑星の逆行はビッグバンを否定する
CE261 古い宇宙には彗星は残っていない
CE261_1 オールトの雲とカイパーベルトは天文学者のアドホックなファンタジーだ
CE280 太陽風は内惑星領域の微粒子を一掃しているはずだ
CE281 ポインティング・ロバートソン効果により古い太陽系からは宇宙塵は一掃されているはずだ
CE301 ニュートリノの不足は太陽モデルが間違っていることを示す
CE302 太陽は太陽系の質量の大半を占めているが、角運動量はほとんど持っていない
CE310 収縮する太陽は、太陽が若いことを示している



CE310_1 ヘルムホルツ収縮理論によれば太陽は若い

CE311 暗い太陽のパラドクスは古い地球と矛盾する
CE351 シリウスは2000年前は赤い星だったが、今は白色矮星である
CE380 銀河は数百万年で渦状腕構造を失う
CE401 古い宇宙にしては超新星残骸の数が少ない
CE410 物理定数は一定だと仮定されているだけだ
CE411 光速は変化してきた
CE411_1 物理学者が光速は減速してきたと主張している
CE412 重力による時間の遅れにより、遠くの星は時間が速く進んだ
CE420 ビッグバン理論は間違っている
CE421 ビッグバンモデルに反して宇宙には対称軸がある
CE425 赤方偏移は光の老化によるものであり、宇宙の膨張によるものではない
CE440 宇宙論研究者は空間と時間とエネルギーと物理法則の起源を説明できない
CE441 ビッグバンのような爆発では、秩序や情報は生まれない

CF001 熱力学第2法則は進化を禁じる
CF001_1 放置された系は必然的に無秩序になる
CF001_2 熱力学第2法則および無秩序への傾向はユニバーサルである
CF001_3 秩序を作るには指示が必要である
CF001_4 熱力学第2法則は複雑さを組織することについての法則であって、エントロピーについての法則ではない
CF001_5 進化はエネルギーを利用するためのエネルギー変換メカニズムを必要とする
CF002 複雑さは単純さからは生じない
CF002_1 ジャンクヤードのトルネードは何も作らない
CF003 DNAのような情報はどうやって組み上げられるのか
CF005 熱力学第2法則は情報理論に適用される
CF010 サイバネティクスのシミュレーションはダーウィンの過程が秩序を作れないことを示した
CF011 進化アルゴリズムはフィットネス関数にデザインをこっそり持ち込んでいる
CF011_1 DawkinsのWEASELプログラムは予め指定されたものしか出てこない
CF011_2 NFL定理は進化アルゴリズムがブラインドサーチを凌駕しないことを証明した
CF101 宇宙のエネルギーは無から生じない
CF201 ポロニウム放射性色暈(ハロ)は地球が若いことを示す
CF210 放射性同位元素による年代推定は崩壊率を誤った定数だと仮定している
CF220 短寿命の放射性同位元素Th-230とU-236が月に存在する

CG001 ダーウィンは死の床で進化論を撤回した

CH001 創造論には説明力がある
CH010 聖書に基礎としているので創造論は良い
CH010_1 創造論を学ぶことはメンタルヘルスと喜びと倫理を刺激する
CH030 神はすべて良きものである
CH050 創世記は聖書の基盤である
CH055 非創造論者なキリスト教徒は妥協主義者である
CH100 聖書は言う、私はそれを信じる、それで解決
CH100_1 科学は聖書にしたがって解釈されなければならない
CH101 聖書は無謬である
CH101_1 聖書の一部が間違っているなら、聖書のどの部分も信用できない
CH102 聖書は字義どおりに読まれるべきだ
CH102_1 聖書は字義どおりに読まなければならない。聖書は簡単な物語りだ。
CH102_2 聖書は字義どおりに読まなければならない。後の著者たちはそれを事実として参照している
CH102_2_1 イエスは創造とノアの洪水に文字通り事実として言及した
CH102_5 ノアの洪水が局地的なものなら、洪水を再び起こさないという神の約束は破綻している



CH103 聖書は神のインスピレーションによるものだと主張されている

CH110 預言は聖書の正しさを証明している
CH120 考古学が支持しているので聖書は正確なはずである
CH130 科学的事実についての聖書の正しさは、聖書全体の正しさを示す
CH131 聖書は地球は丸いと書いている
CH132 聖書は地球が何にも支えられていないと書いている
CH133 聖書は水の循環を正しく書いている
CH134 歴史記録によれば人類の最初の状態は文明である
CH135 聖書は良い医療や衛生の実践を指示している
CH135_1 聖書は割礼に最適な日を指定している
CH135_2 モーセは血液が生命の最重要の要素だと明らかにしている
CH181 聖書は人気がある
CH182 聖書は影響力がある
CH183 聖書は迫害の対象である
CH184 聖書は知的に誠実である
CH190 聖書は全体を通して調和している
CH200 宇宙は比較的若く、6000～10000歳である
CH210 地球は比較的若く、10000歳以下である
CH220 宇宙は見せかけの年齢で創られた
CH301 堕落前には死も腐敗もなかった
CH310 ノアの洪水前の上空蒸気層(Vapor Canopy)は地上を楽園にしていた
CH311 ノアの洪水前の上空蒸気層(Vapor Canopy)は人間の寿命を長くしていた
CH320 生物は劣化している
CH321 寄生生物は自由生存生物種の劣化である
CH350 生物は明確に区別できる種類として創造された
CH370 恒星と銀河は変化していない
CH401 上空蒸気層(Vapor Canopy)
CH410 ノアの洪水の水は氷彗星から来た
CH420 ハイドロプレート理論
CH430 ランナウェイ・サブダクション
CH500 ノアの箱舟が見つかった
CH501 アララト山でノアの箱舟を発見できると考えられる
CH502_1 1949年にアララト山でノアの箱舟が撮影されたようだ
CH502_2 1973年に、ERTS衛星がノアの箱舟を写真に撮った
CH503 ノアの箱舟がトルコのDogubayazit近くで見つかった
CH503_1 ノアの箱舟の錨石が見つかった
CH503_2 トルコ政府は公式にノアの箱舟の所在地を認めた
CH504_1 James Bryceは4フィートの肋材をアララト山高くで見つけた
CH504_2 Navarraはアララト山の高いところから、手で加工された木材を採取した
CH504_3 Hardwicke Knightはアララト山で肋材を見つけた
CH505_1 1916年に。Yearamは3人の卑劣な科学者たちをノアの箱舟に案内した
CH505_2 1883年に、トルコの探検隊がノアの箱舟を発見した
CH505_3 1887年に、バグダッドのPrince of Nouriはノアの箱舟を発見した
CH505_4 1908年頃に、Hagopianは伯父とともにノアの箱舟を訪れた
CH505_5 ロシア人パイロットRoskovitskyはノアの箱舟を写真に撮った
CH505_6 1948年に、クルド人農夫Resitがノアの箱舟を発見した
CH505_7 1943年に、地元のクルド人がEd Davisをノアの箱舟に案内した
CH505_8 1973年に、Ed Behlingはノアの箱舟に案内された
CH508 中国の宝船はノアの方舟の実現可能性を証明する 
CH511 昆虫は浮遊する植生マット上で生き延びた
CH512 すべての動物をノアの箱舟に搭載できる
CH512_1 大きな動物は子供だけノアの箱舟に乗せる
CH512_2 陸上動物の平均的な大きさは羊くらいである
CH513 箱舟では動物は冬眠していた
CH514 ノアの箱舟の乗員は動物に餌を与え世話をすることができた



CH514_1 多くの動物は新鮮な、あるいは生きた食糧を必要としない

CH520 ノアの洪水前の動物は一様な気候のもとで生きていた
CH521 個々の動物にある特定のものを必要とするという形質はノアの洪水後に進化したものである
CH541 水生生物はノアの洪水を生き延びられた
CH542 植物はノアの洪水を生き延びられた
CH550 柱状地層はノアの洪水の堆積でできた
CH561_1 化石は生態地帯区分でソートされた
CH561_2 化石は水理学的にソートされた
CH561_3 化石は洪水から逃げる能力でソートされた
CH561_4 化石はこれらの要素の組み合わせでソートされた
CH570 高い山はノアの洪水のときに隆起した
CH580 ノアの洪水は地球表面に様々な地形を残した
CH581 グランドキャニオンはノアの洪水がひくときの水で浸蝕された
CH581_1 セントヘレンズ山の急速な浸蝕はグランドキャニオンが突如として形成されたことを示す
CH590 ノアの洪水は氷河期を起こした
CH710 人間と恐竜はかつて共存していた
CH710_1 イカの石は人間と恐竜は共存していたことを示す
CH710_2 アカンバロの恐竜土偶は人間と恐竜が共存していたことを示す
CH711 ヨブ記のベヘモットは恐竜だ
CH711.1 ヨブ記のレビヤタンは恐竜だ
CH712 ドラゴンは恐竜だ
CH712_1 火を吐くドラゴンがいた
CH801 創世記はイベントの順序を正しく書いている
CH901 聖書によれば太陽は地球の周りを巡っている
CH910 相対論によれば地球中心説は正しい

CI001 インテリジェントデザイン理論は科学である
CI001_1 インテリジェントデザインは科学であって宗教ではない
CI001_2 インテリジェントデザインは創造論ではない
CI001_3 インテリジェントデザインはメインストリームだ
CI001_4 インテリジェントデザインは査読つき論文誌に掲載された
CI002 インテリジェントデザインには説明力がある
CI009 デザインを支持する証拠は進化メカニズムの誤りを立証する
CI010 情報量保存則がある
CI100 デザインは検出可能である
CI100_1 デザインは自明である
CI101 複雑さはインテリジェントデザインを示す
CI102 還元不可能な複雑さはデザインを示す 
CI110 複雑で指定された情報(CSI)はデザインを示す
CI111 Dembskiのフィルタはデザインを検出できる
CI111_1 指定された情報規準はフォルスポジティブを作らない
CI111_2 指定された複雑さは、インテリジェントエージェントのすることを特徴づけている
CI113 遺伝的アルゴリズムは求める結果を指定するためにデザイナーを必要とする
CI120 物の目的は、その物がデザインされたことを示す
CI130 機能的統合はデザインを示す
CI131 決定できる機械の起源はすべてインテリジェントエージェンシーである
CI141 動植物の構造とDNAシーケンスの類似点は共通デザインによるもの
CI141_1 異なる形態の生物の類似した構造は、同様の目的のために創造されたという事実の反映
CI190 SETI研究者はデザインを検出できると考えている
CI191 考古学者や法医学者はデザインを検出できる
CI200 第1原因があるはずだ
CI301 宇宙は人間が生存できるようにファインチューニングされている
CI302 宇宙は科学的発見ができるようにファインチューニングされている
CI401 科学の方法論はデザインを考えることを除外している



CI402 進化論者はデザインを見ることから目を背けている

CI410 デザインにはデザイナーが必要だ

CJ001 人類は数十億年間、実質的には変化することなく存在してきた


